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地域公共交通を利用しましょう
　
小
豆
島
地
域
で
は
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
対
応
し
た
公
共
交

通
網
の
形
成
に
つ
い
て
「
小
豆
島
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」

に
基
づ
き
、
円
滑
な
地
域
公
共
交
通
の
実
現
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
と
は
、
通
学
や
通
院
、
買

い
物
な
ど
不
特
定
多
数
の
方
が
身
近
に
利
用

で
き
る
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
交
通
手
段

で
す
。
地
方
で
は
、
ひ
と
り
一
台
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
の
マ
イ
カ
ー
普
及
、
人
口
減
少
な
ど

に
よ
り
公
共
交
通
の
利
用
者
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
加
速
す
る
高
齢
化
社
会
で
は
、

車
に
代
わ
る
移
動
手
段
と
し
て
公
共
交
通
の

重
要
性
は
高
く
、
地
域
に
あ
っ
た
公
共
交
通

基
盤
の
整
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

豆
島
中
央
病
院
へ
の
通
院
や
島
内
観
光
が
よ

り
手
軽
に
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
中
は
関
係
者
と
連
携
し
、
継
続

的
に
評
価
お
よ
び
改
善
を
行
う
こ
と
で
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
を
図
り
、
小
豆
島
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

島
の
地
域
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
た

め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

小
豆
島
地
域
で
は
平
成
21
年
、
学
識
経
験

者
、
公
共
交
通
事
業
者
、
公
安
委
員
会
、
学

校
関
係
者
、
関
係
行
政
機
関
、
島
内
の
各
団

体
長
な
ど
で
構
成
す
る
小
豆
島
地
域
公
共
交

通
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

小
豆
島
中
央
病
院
の
開
院
や
統
合
高
校
の

設
立
な
ど
今
後
も
新
し
い
拠
点
整
備
が
予
定

さ
れ
る
な
か
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
た
公
共
交

通
網
の
再
編
・
見
直
し
な
ど
を
目
的
に
「
小

豆
島
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
（
28
〜
32

年
度
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

小
豆
島
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
は
4

つ
の
計
画
目
標
を
軸
に
、
小
豆
島
地
域
に
暮

ら
す
、
訪
れ
る
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
地

域
公
共
交
通
網
の
再
編
・
見
直
し
を
実
施
し

ま
す
。

　

計
画
推
進
の
一
環
と
し
て
、
今
年
3
月
20

日
に
小
豆
島
の
路
線
バ
ス
が
大
幅
に
見
直
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
見
直
し
で
は
、
島
内
の
路

線
・
ダ
イ
ヤ
を
大
幅
に
変
更
し
た
ほ
か
、
特

に
利
用
者
か
ら
の
意
見
が
多
か
っ
た
運
賃
を

片
道
３
０
０
円
（
上
限
）
に
値
下
げ
し
、
小

【計画目標】
1. 新たな拠点づくり・まちづくりに対応した、
　 地域公共交通の再構築
2. 人々のニーズに応じた、利用しやすい地域公
　 共交通の再現
3. 多様な観光資源を活かす、魅力的な地域公共
　 交通の再現
4. 安全で安心な暮らしを支える、持続可能な地
　 域公共交通の実現

ご検討ください！運転免許証自主返納

〜土庄町運転免許証自主返納支援事業〜
　町では、65歳以上で運転免許証を自主返納した方を対
象に、小豆島オリーブバス回数券と「オリーブ IruCa」な
どを交付しています。「オリーブ IruCa」は、路線バスや
高松航路の支払いに使えるほか、小豆島オリーブバスの全
路線を割引運賃で乗車できる便利な電子カードです。
　今年度は、高齢者ドライバーの事故防止と公共交通の利
用促進をより一層図るため、交付額を25,000円に増額し
ました。運転をやめるきっかけが無いという方、家族など
身近な方の運転に不安を感じている方もご検討ください。
◆対 象 者／65歳以上の方で、有効期間内の運転免許証を自主的に返
　　　　　　納した方。
◆支援内容／小豆島オリーブバス回数券や IruCa カードなど25,000円
　　　　　　分を交付します。（1回のみ）
◆申請方法／警察署が交付する取消通知書（写し可）を受け取り、申請
　　　　　　書と合わせて町役場企画課まで提出ください。

【問い合わせ先】町役場企画課　☎62-7014

島
の
地
域
公
共
交
通
の
必
要
性

小
豆
島
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
の
策
定
・
推
進

新
し
い
拠
点
を
つ
な
ぐ

路
線
バ
ス
の
見
直
し

〜小豆島中央病院と合わせて、
皆さまのご利用をお待ちしています〜
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　瀬戸内国際芸術祭2016関連イベントとして、「小
豆島そうめんシンポジウム」を開催します。
　今回のシンポジウムでは、島の特産品である「小
豆島手延べそうめん」に着目し、瀬戸内海を渡って
伝わったとされる「奈良県三輪そうめん」、「小豆島
そうめん」、「長崎県島原そうめん」の各関係者を始
め、そうめん産業のプロデュース活動を行うソーメ
ン二郎（テリー植田）氏をお招きし、そうめんの現

状と未来について語っ
ていただきます。
　また、会場ではそう
めんの試食会や歴史パ
ネル展も行いますので、
ぜひご来場ください。

　瀬戸内海の島々を舞台に開催される現代アートの祭典
「瀬戸内国際芸術祭2016」。
　10月8日から、いよいよ秋会期が始まります。土庄町
では、秋シーズンを彩る新たなアート作品の展示やご当
地の「食」を発信するオリジナルイベントを開催します。
　3回目となる瀬戸内国際芸術祭もいよいよ最終章です。
春・夏会期に続き、地域の皆さまのご理解とご協力をお
願いします。

会　期：10月8日㈯〜11月6日㈰　30日間　
開催地：直島・豊島・女木島・男木島・小豆島・大島・
　　　　犬島・本島・高見島・粟島・伊吹島・高松港
　　　　および宇野港周辺

◆と　き／11月3日（祝・木）　13時〜16時
　　　　　（3地域そうめん食べくらべ 12時〜）
◆ところ／中央公民館
◆参加料／無料
◆整理券配布場所／
　土 庄 町：町役場商工観光課、中央公民館、
　　　　　　各地区公民館
　小豆島町：小豆島町商工観光課（オリーブナビ内）、
　　　　　　イマージュセンター
◆主　催／土庄町、一般財団法人自治総合センター
◆問い合わせ先／町役場商工観光課　☎62-7004

このシンポジウムは、全国モーターボート競走施行
者協議会からの拠出金を受けて実施するものです。

好評の第3弾！肥土山のわらアートは必見です

瀬戸内国際芸術祭2016
秋会期が始まります！

食の伝統と文化を継承する　小豆島そうめんシンポジウム
～歴史を誇る瀬戸内海・海の道 そうめんロードをたどる～

〈瀬戸内国際芸術祭に関する問い合わせ先〉
瀬戸内国際芸術祭総合インフォメーションセンター　　
　☎087-813-2244

　毎回大好評のわらアートが、秋会期から肥土山地区に登場し
ます！
　9月中旬から、地元有志が協力して収穫後の稲わらや竹を調
達し、稲わらを一つずつ編んでいく作業をスタート。作品の要
となる骨組みやわらの設置は武蔵野美術大学わらアートチーム

（代表：宮島慎吾）と地元が協働して制作しました。美しい里
山を背景に展示された作品を、ぜひご覧ください。
　また、10月8日㈯には完成式典を開催し、もち投げやお接待
なども予定していますので、ぜひお越しください。

▲地元でのわら編み作業
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住
民
環
境
課　

課
長　

石
床　

勝
則

「
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
」

　

平
素
は
、
環
境
衛
生
業
務
な
ど
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
と
も
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
土
庄
町
の
住
民
一
人
が
排
出

す
る
ご
み
の
量
は
、
平
成
26
年
度
実
績

の
調
査
結
果
に
よ
る
と
県
下
で
ワ
ー
ス

ト
３
位
で
あ
り
、
非
常
に
不
名
誉
な
結

果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
土
庄
町
と
し
て
ご
み

減
量
化
を
目
指
し
、
皆
さ
ま
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

  

減
量
化
対
策
の
第
１
段
と
し
て
昨

年
、
粗
大
ご
み
の
有
料
化
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
事
業
所
か
ら

出
る
ご
み
の
町
直
営
で
の
収
集
運
搬
を

見
直
し
、
年
度
内
実
施
に
向
け
、
事
業

所
直
接
搬
入
も
し
く
は
許
可
業
者
に
よ

る
収
集
運
搬
委
託
に
て
事
業
所
ご
み
を

処
分
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。事
業
所
ご
み
に
つ
い
て
は
、

最
終
処
分
場
に
持
ち
込
み
で
き
る
ご
み

の
中
に
資
源
と
な
る
缶
や
ビ
ン
な
ど
の

資
源
ご
み
が
混
在
し
、
不
燃
ご
み
と
し

て
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
分

別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化

が
図
ら
れ
、
事
業
所
の
ご
み
収
集
に
対

す
る
経
費
も
削
減
出
来
ま
す
。
コ
ス
ト

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
約
６

割
（
容
積
比
）
を
占
め
る
の
は

「
容
器
包
装
」
の
ご
み
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。容
器
包
装
と
は
、

商
品
を
入
れ
た
り
包
ん
だ
り
し

て
い
る
も
の
で
、
中
身
を
出
し

た
り
使
っ
た
り
す
る
と
不
要
に

な
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
ご

み
を
分
別
し
て
回
収
す
れ
ば
、

ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
活

用
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
お
け
る
一
人

１
日
当
た
り
の
ご
み
の
量
は
、

全
国
平
均
９
４
７
g
と
公
表
さ

れ
ま
し
た
。
香
川
県
全
体
は
平

均
８
９
３
g
と
全
国
的
に
も
排

出
量
が
少
な
い
位
置
に
い
ま
す

が
、
土
庄
町
で
は
１
，３
６
０

g
と
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回

り
、
県
内
ワ
ー
ス
ト
３
位
の
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
市
町

に
比
べ
離
島
と
い
う
条
件
は
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
ご
み
の

減
量
化
は
可
能
で
す
。

　

例
え
ば
可
燃
ご
み
の
中
に
雑

誌
類
や
食
品
ト
レ
ー
、
不
燃
ご

み
の
中
に
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
ビ
ン
な
ど
が
混
在
し
て

い
る
こ
と
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

９
月
７
日
に
土
庄
地
区
の
燃

え
な
い
ご
み
の
日
に
捨
て
ら
れ

た
ご
み
を
手
分
別
し
た
結
果
、

半
日
で
こ
れ
だ
け
の
資
源
ご
み

の
混
入
が
確
認
さ
れ（
図
①
）、

中
に
は
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
だ
け
を
燃
え
な
い
ご
み
の
袋

に
入
れ
て
出
し
て
い
る
も
の
も

確
認
さ
れ
ま
し
た
（
図
②
）。

　

こ
れ
ら
の
ご
み
は
、
分
別
回

収
す
れ
ば
資
源
と
し
て
有
効
活

用
で
き
る
も
の
で
す
。今
一
度
、

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
を
参
考
に

ご
み
の
分
別
を
見
直
し
、
ご
み

を
出
さ
な
い
町
に
な
る
よ
う
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
役
場
住
民
環
境
課

　

☎
６
２-

７
０
１
０

意
識
か
ら
ご
み
処
理
に
か
か
る
費
用
負

担
を
軽
減
し
よ
う
と
ご
み
の
排
出
抑
制

の
動
機
付
け
が
期
待
で
き
る
な
ど
、
ご

み
に
対
す
る
意
識
改
革
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

  

家
庭
ご
み
に
つ
い
て
も
、
資
源
ご
み

と
な
る
ご
み
が
多
く
捨
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
住
民
一
人
ひ
と
り
が
も
っ
と
意
識

し
て
、
ご
み
減
量
化
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
み
減
量
化
に

よ
り
、
施
設
の
延
命
も
図
ら
れ
、
財
政

的
に
も
負
担
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

  

将
来
、
土
庄
町
か
ら
出
る
ご
み
の
排

出
量
を
県
下
で
一
番
少
な
い
町
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

は
い
。
こ
ち
ら
土
庄
町
役
場

　
　
　
　
　
　
○
○
課
で
す
。

ご
み
の
分
別
と

発
生
抑
制
に
ご
協
力
を
！

分
け
れ
ば
資
源
・

混
ぜ
れ
ば
ご
み

ご
み
の
分
別
は
一
人

ひ
と
り
の
意
識
づ
け
か
ら

図①

図②

リサイクルマーク
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人権推進室からのお知らせ

第2回「女子力アップ 塾」を開催
　女子力アップ塾は、様々な分野で活躍する女性
のエネルギーに共感を得ていただく勉強会です。
　第1回は、塩屋「波花堂」を営
む蒲和美さんを講師に迎え、小豆
島での塩づくりやライフスタイル
についてご講話いただきました。
受講した37名は、塩のテイスティ
ングや座談会を和やかな雰囲気の
中で楽しみました。
　第2回は次の日程で開催しますので、お気軽に
申し込みください。
◆と　き／10月30日㈰　14時〜16時
◆ところ／寒霞渓山頂
◆講　師／小豆島観光ボランティアガイドクラブ
　　　　　福江　富子さん
◆内　容／秋の小豆島を散策
◆定　員／30名（保険加入のため、要申込）
◆持ち物／飲み物、上着、雨具、歩きやすい靴
◆申込期限／10月24日㈪まで
◆主　催／土庄町男女共同参画推進委員会
◆申込・問い合わせ先／
　町役場住民環境課人権推進室　☎62-7015

～じぶんのまちを良くするしくみ～

赤い羽根共同募金
　今年も赤い羽根共同募金活動が10月1日から始
まりました。
　この活動は、皆さまからのあたたかい善意によっ
て誰もが住みなれたまちで安心・安全な暮らしが
できるように推進し、地域福祉の向上を図ること
を目的とした国民運動です。
　お寄せいただきました寄付金は
老人福祉、障害者福祉、児童福祉
などさまざまな地域福祉活動に助
成します。
　皆さまのご協力をよろしくお願
いします。

土庄町共同募金委員会
　会　長　濱口　正行（事務局）☎62-2700

オーストラリア タスマニア州の
高校生が小豆島へ

　今年7月に土庄
町・小豆島町と
包括協定を締結
した㈱香川銀行
の設立団体「か
がわ海外交流財
団」は、地域貢
献活動の一環と
して、オーストラリア・タスマニア州の高校生を2年
に1度、香川県へ招致しています。今回、その訪問先
として初めて小豆島が選ばれ、島内のツアーを企画し、
英語と日本語のガイドを行いました。
　9月22日には、タスマニアの高校生15名、教員2名、
先月タスマニアを訪れた香川県の高校生5名、団長、
副団長など約30名で小豆島を巡りました。
　エンジェルロードでは、それぞれ思い思いの願いを
絵馬に書き、余島までの海の道を散策しました。ロマ

ンチックな場所に、参加者はとても喜んでくれました。
午後からは素麺工場を訪問し、素麺の歴史や手延べ素
麺の製造方法を学びました。箸分けを体験し、初めて
食べる素麺の味わいを楽し
んでいました。参加者から
は、「素晴らしい1日でし
た」との声をいただき、こ
れからも多くの方に小豆島
の魅力を伝えていきたいと
思いました。

ふたば保育所で英会話レッスン
　9月 か ら ふ た ば 保 育 所
で、3・4歳児を対象にし
た月1回の英会話レッスン
を始めました。レッスンが
終わった後も、「イモムシ
は英語でなんて言うん。」
などの質問で盛り上がり、子どもたちの関心が高かっ
たことを嬉しく思いました。小さい頃から、英語に興
味を持つきっかけになればと願っています。

土庄町地域おこし協力隊　須藤　渚
　ブログ : ☆なぎさの島活動 〜小豆島土庄町 地域お
　　　　　こし協力隊〜☆
　　　　　http://ameblo.jp/shodoshima-nagisa

地域おこし協力隊コーナー

なぎさの島活動通信　第2号



土庄町空き家バンク制度
　「土庄町空き家バンク制度」は、空き家を貸したい方、売りたい方に空き家物件を登録していただき、町
への移住希望者に物件情報を提供するものです。

①空き家情報の取得
町のホームページや窓口で空き家情報を提
供しています。

②町役場企画課へ問い合わせ
③見学日時の調整および利用登録
　町が物件見学の日程を物件立会人（所有者
　もしくは代理人）と調整します。土庄町空
　き家バンク利用希望者登録申請書を提出し
　ていただきます。
④物件見学
　町役場担当・物件立会人と物件見学をします。

①町役場企画課へ連絡
　物件所在地や連絡先などをお伺いします。
②町役場担当による物件の確認
③物件の登録および情報の提供
　物件登録申込を行っていただき、町のホーム
　ページや窓口で物件情報を提供します。
④物件見学
　移住希望者から問い合わせがあった場合、
　町が物件立会人と日程調整を行います。

空き家バンクへの登録・利用の流れ

土庄町役場
（空き家バンク）

　町では、空き家物件の情
報提供や連絡調整を行い
ますが、空き家の物件の
あっせん・交渉・契約な
どは行っていません。所
有者と移住希望者の物件
に関する詳細な条件など
の交渉は、当事者間で行っ
ていただきます。

● 空き家の所有者 ● ● 移住希望者 ● 

【問い合わせ先】町役場企画課　☎62-7014

⑤交渉・契約
契約の際は、宅建業者への仲介依頼をお勧めします。
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【対象となる方】
　3年以上小豆郡外に在住した後、平成28年3月1
日以降に土庄町に定住する意思を持って転入し、住
民登録をした時点の年齢が40歳未満または住民登
録をした年度末時点で18歳以下の方を扶養し、か
つ同居している方で、次の要件をすべて満たす方。
①補助対象者が転入前3年以上、小豆郡外に居住し

ていること
②生活保護法による保護の適用または公的制度に

よる家賃補助を受けていない世帯
③世帯の全員に県税、町税およびその他町に納付す

べき金銭、家賃の滞納がないこと
④世帯の全員が、暴力団などの反社会的勢力でない、

かつ反社会的勢力との関係を有していないこと
　※ただし、勤務する事業所の人事異動など転勤に
　　よる方は対象外となります。

　土庄町への移住定住促進を図るため、小豆郡外から定住の意思を持って町内の民間賃貸
住宅に入居された若年世帯または子育て世代に、家賃および賃貸住宅契約時の費用を補助
します。
　申請方法など、詳しくは土庄町ホームページ（http://www.town.tonosho.kagawa.
jp/tns/info3366.html）をご確認いただくか、町役場企画課までお問い合わせください。

【補助内容】
《家賃補助》　
　1月あたりの家賃（管理費、共益費および駐車場
料金などを除く）から、事業所などで支給される住
宅に関する手当を除いた額の2分の1
○補助上限額：20,000円 / 月
○交付期間：転入した月の翌月から起算して24か
　　　　　　月目（2年）までの家賃

《一時金補助》
　賃貸住宅契約時に係る初期費用（礼金、不動産取
引手数料および家賃支払保証料）から、事業所など
で支給される手当を除いた額の2分の1
○補助上限額：60,000円（1回に限り補助）
　※家賃補助、一時金補助とも1,000円未満の端
　　数は切り捨てとなります。

企画課からのお知らせ

小豆郡外から町内に移住した世帯の家賃などの費用を補助します

※次の住宅および経費は補助対象外となります。
・公的賃貸住宅　・勤務する事業所などの社宅、社員寮、その他給与住宅　
・３親等内の親族が所有または経営する住宅　・入居期間が1か月に満たない月の家賃（日割家賃）

【問い合わせ先】町役場企画課　☎62-7014



7Ｈ 28.10

　「PA 連携出動」とは、救急現場の状況に応じて消防隊と救急隊が連携して行動するものです。多様
化していく救急需要に対応し、疾病者の救命率向上を図り、双方が連携しより迅速な救命搬送を行う
ことを目的としています。消防ポンプ車（Pumper）と救急車（Ambulanse）双方の頭文字から「PA」
と呼ばれ、全国の消防本部で広く運用されています。

「救急車を呼んだのに消防車もサイレンを鳴らして来た！」と驚かれる場合もあるかもしれませんが、
皆さまのご理解とご協力をお願いします。

◆訓練日／11月4日㈮　10時
　※町では全国一斉緊急地震速報情報伝達訓練
　　とあわせて実施します。
◆訓練場所／自宅、学校、職場など
◆開始合図／町では、国から送られてくる訓練
　用緊急地震速報を屋外スピーカー・戸別受信
　機などを用いて伝達します。実際の災害とお
　間違いにならないようお願いします。訓練放
　送は気象状況などで、中止する場合がありま
　す。

（訓練用緊急地震速報メッセージ）
①「こちらは、土庄町役場です。ただいまから
　　訓練放送を行います。」
②「緊急地震速報。大地震です。大地震です。
　　これは訓練放送です。」

　　※机の下に隠れたり、身をかがめるなどの安
　　　全行動を約1分間行ってください。
③「こちらは、土庄町役場です。これで訓練放
　　送を終わります。」

【問い合わせ先】小豆地区消防本部消防防災課　救急係　☎62-2220

【問い合わせ先】町役場総務課　☎62-7000

◦疾病者が重症で、救急隊3名のみでは迅速に救命措置
　などの対応ができないとき
◦3階以上の建物（高所）や階段、通路などが狭く救急
　隊だけでは疾病者の搬送が困難なとき
◦交通量が多く、疾病者や救急隊員の安全確保が必要な
　とき
◦ドクターヘリや防災ヘリを運用するとき
◦その他救急隊の活動を支援する必要があると判断した
　とき

　シェイクアウト訓練は、地震の際の安全行動「ま
ず低く、頭を守り、動かない」を身につけるための
ものです。地震発生時、自身を守るためには数秒の
猶予しかないかもしれません。いざという時に備え
ておくためには、日ごろの訓練が必要不可欠です。

【安全行動】

「PA連携」は
　こんなときに出動します

※「PA 連携」のサイレン音→「ウ〜・ウ
　　〜」です。
※「火災」のサイレン音→「ウ〜・カン
　　カンカン」です。

PA連携（救急支援）出動にご理解とご協力を
〜救命率向上と迅速な救急活動を行うために〜

南海トラフ地震に備える！！
香川県シェイクアウトを実施します
（県民いっせい地震防災行動訓練）

総務課からのお知らせ
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　9月1日付で小豆島中央高校開校準備室を設置しました。平成29
年4月1日の開校に向けて、準備をさらに本格化させていきます。
　一方で、2学期は3年生にとって進路を決定する大切な時期です。
就職試験は9月中旬から始まっており、10月からは大学・短大な
どの推薦入試の出願が始まります。生徒たちは、それぞれの進路の
実現を目指して受験勉強や面接練習に取り組んでいます。

京都大学教授の特別講義を受講しました

　8月24日、土庄高校で京都大学の幸島司郎教授による特別講義
が行われ、土庄高校と小豆島高校の1・2年生55名が野生動物研究
に関する講義を聴きました。その後、両校の1年生はグループに分
かれ、話し合いながら全員で一つの結論を導くコンセンサス（合意
形成）ゲームを行い、来年のクラスメイトとの親睦を深めました。

両校最後の文化祭が行われました

　9月10日〜11日の2日間、両校最後の文化祭が行われました。
同じ日程での開催だったため、生徒間での直接の交流はできません
でしたが、両校の1年間の活動を記録した掲示物を相互に展示し、
それぞれの学校の行事や活動を紹介しました。両校の文化祭にはた
くさんの卒業生や地域の方にお越しいただき、最後を飾るにふさわ
しいにぎやかで心温まる文化祭となりました。

問い合わせ先

　統合高校に関するご意見、ご質問はこちらまで syodoh02@kagawa-edu.jp
　土庄高校・小豆島高校　担当 小豆島中央高校開校準備室：中井　☎62-1388

統合高校情報室
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愛の献血にご協力ください
◆と　き／10月26日㈬　9時30分〜11時
◆ところ／マルシマ印刷㈱・丸島産業㈱
　平成29年度献血計画のため、献血場所に協力いただける事業
所を募集しています。詳しくは、町役場健康増進課までお問い合
わせください。

◆問い合わせ先／町役場健康増進課　☎62-1234

インフルエンザ予防接種のご案内
◆対象者／①土庄町に住民票のある満65歳以上の方
　　　　　②満60歳以上65歳未満で、医師が必要
　　　　　　と判断した方
◆接種期間／10月〜平成29年3月末
◆接種回数／1回（1シーズン）
◆自己負担金／1,800円 ( 生活保護受給者は無料 )
◆申込方法／直接医療機関に申し込みください。

〈小豆郡内で接種できる医療機関〉

※接種時、保険証など本人確認ができるものを提示ください。
※香川県内で上記以外の医療機関で接種を希望する方は、事前に
　保健センターまでお問い合わせください。　　
◆問い合わせ先／保健センター　☎62-1234

がん検診のご案内
◆対象者／土庄町民で今年度に検診を受けていない
　　　　　40歳以上の方
◆料　金／胃がん 1,400円、大腸がん 500円、肺がん
　　　　　レントゲン検査400円、喀痰検査800円

※検診の1週間前までに申し込みください。
※11月6日㈰は申し込み不要です。
◆申込・問い合わせ先／保健センター　☎62-1234

　平成27年1月の厚生労働省の発表では、団塊世
代が75歳以上となる平成37年には認知症患者数は
700万人前後に達し、65歳以上の約5人に1人が
発症すると推計しています。認知症は高齢になるほ
ど発症する危険性が高まり、歳をとれば誰にでも起
こりうる身近な病気です。
　第8回『認知症　あったかとのしょう　みんなの
集い』では、介護施設で実際に介護をしている方か
ら、認知症の方への接し方や介護の方法などを紹介
いただきます。認知症の介護に興味のある方や介護
をされている方など、多くの方の参加をお待ちして
います。

からだの健康は歯と歯ぐきから！
〜成人歯科健診のご案内〜

　食事をおいしくしっかり食べ
る、家族や友人との会話を楽し
む、活き活きとした表情をつく
るためには、健口であることが
大切です。
　保健センターでは、年に４回、
歯科健診を実施しています。歯
周病予防のためにも、年に1回受診しましょう。
◆と　き／10月27日㈭、平成29年2月16日㈭
　　　　　13時〜
◆ところ／やすらぎプラザ
◆内　容／歯科衛生士によるブラッシング指導
　　　　　歯科医師による歯科・歯周病健診
◆対象者／土庄町民で今年度に町の成人歯科健診を
　　　　　受診していない20〜69歳の方
◆料　金／無料
◆申込期限／健診日の3日前まで
◆申込・問い合わせ先／保健センター ☎62-1234

概　要
◆と　き／11月19日㈯　13時〜15時
◆ところ／中央公民館　大ホール
◆内　容／①紙芝居：
　　　　　　「山へ行く !! 楽しみを見つけよう！」　
　　　　　②シンポジウム：
　　　　　　「認知症の方への進行予防・対応などの
　　　　　　取り組み」
　　　　　　※詳細は広報11月号の折込チラシで
　　　　　　　お知らせします。
◆申込・問い合わせ先／
　土庄町地域包括支援センター　☎62-1234

やすらぎプラザ ☎62−1234

やすらぎプラザ ガイド

第8回『認知症 あったかとのしょう みんなの集い』を開催します

保健センターだより

地域包括支援センターだより

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
大 森 外 科 医 院 62-0196 小 豆 島 中 央 病 院 75-1121
三 枝 医 院 62-0225 池田内科クリニック 75-1313
外 園 医 院 62-0749 小 豆 島 病 院 75-0570
土 庄 診 療 所 62-1212 も り 内 科 82-0075
み な と 診 療 所 61-1071 牟 礼 病 院 82-1111
平井クリニック 62-1701 内 海 診 療 所 82-2123

介護老人保健施設うちのみ 82-7031

検診日 場　所 受付時間 内　容
10月27日㈭ やすらぎプラザ 8時30分〜10時30分 胃がん・大腸がん
11月 6 日㈰ 大商業まつり（フレトピア会場） 9時30分〜12時 大腸がん・肺がん



10 Ｈ 28.10

町役場企画課　☎62−7014

わだい Topics

　第17回小豆島童謡音楽祭が中央公民館で開催されま
した。第1部は、地元から「オリーブの島児童合唱団」、

「あずき♪島っ子合唱団」、「男声ヴォーカル リトルビー
ンズ」の3団体が出演し、爽やかに童謡を歌いあげまし
た。第2部では、島内在住の片山朝子さんのエレクトー
ンの調べにのせて江岡美南子さんが美声を響かせ、ア
ンコールでは「ふるさと」を披露しました。
　最後は会場全体で

「二十四の瞳」を合唱
し、音楽祭のフィナー
レを飾りました。

　初秋の彩コンサートが中央公民館で開催されました。
　このコンサートでは、国内外で活躍中の畠山さち子
さんをはじめ、総勢22名の出演者が「クラシック音楽
にあまり馴染みのない方にも、気軽に楽しんでもらい
たい」をコンセプトに、M. ラヴェル作曲の「ラ・ヴァ
ルス」など13曲を朗読や創作ダンスも交えて披露しま
した。
　芸術の秋にふさわ
しい素敵な調べに、
ホール全体が深い余
韻に包まれました。

　今回で11回目となる「キャンドルナイト in 小豆島」
が迷路のまちで開催されました。
　地元の商工会青年部や青年会議所が中心となって
地域から協力者を募り、旧土庄小学校から西光寺ま
でのエリア一帯に約8,000個のキャンドルを用意し、
日没とともに一斉に点火しました。
　会場には多くの家族連れや観光客が訪れ、キャン
ドルに照らされた情緒あるまち並みの散策を楽しん
でいました。

　大部地区協議会が、宝くじ助成金で
AED ４台を整備しました。琴塚、田井、
小部、灘山地区に配置され、緊急時や
訓練に活用されます。

※宝くじ助成金は、一般財団法人自治総合セン
ターが行う「コミュニティ助成事業」による
ものです。この事業
は、宝くじの社会貢
献広報事業として、
宝くじの受託事業収
入を財源として実施
されています。

　豊かな緑と水を育む森林を目指し、地元の理解と協
力を得て平成7年から続く活動は今回で22回目を迎え
ました。
　当日は、美島緑の少年団や大部地区山林愛護会など
約75名が「山田ダム」
の上流に集まり、今春
に植林したヤマザクラ
とケヤキの苗木周辺で
下刈作業を行いました。

9/3　迷路のまちに幻想的な光りが灯りました

宝くじ助成金でAEDを整備しました 8/28　第22回 水源の森づくりin小豆島

9/4　第17回小豆島童謡音楽祭
「二十四の瞳によせて」

9/3 「初秋の彩コンサート」
〜踊って、語って、歌って、奏でて〜

Town  Topics

Town  Topics
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　土庄中学校柔道部が東京都港区の小中学生と柔道を通した交流を行いました。初日は東京都港区スポーツセン
ターで交流試合、2日目は世界柔道選手権で優勝した森脇保彦氏の柔道教室が行われ、中学生生活の思い出に残る
貴重な体験をしました。
　この交流事業は、屋形崎出身の
笠井寛氏の寄附金を原資としたも
ので、毎年実施を予定しています。

　三枝町長と中村社会福祉協議会長が町内の高齢者を
訪問しました。
　今年も88歳（米寿）と95歳以上の希望された高齢者
を訪問し、記念品を一人ずつ手渡しで贈りました。三
枝町長は「長年にわたり小豆島に力添えいただき感謝
します。楽しいことを探して、また元気な姿でお会い
しましょう」とメッ
セージを送り、長寿の
お祝いに参加者の表情
もほころんでいました。

　さぬき子どもの国のスタッフによる遊びのプログラ
ムが子育て支援センターで行われました。
　当日はたくさんの子どもたちが参加し、パネルシア
ターやフルート演奏などを親子で楽しみました。
　また、体験コーナーではブラジルのマラカスやスチー
ムドラムなどめずらしい楽器を演奏し、子どもたちは
音に合わせて笑顔で体を動かしていました。

　土庄町とパラグアイ共和国ラ・コルナメ市は、同市
の発展に寄与した町出身者の功績から友好関係を持ち、
これまで教育や文化などの分野で交流をしています。
　9月8日には三枝町長がラ・コルナメ市を訪れ、メル
ガレホ市長から平成18年度
に始まった町からの教材贈
呈に感謝の言葉をいただ
き、今後の交流事業につい
ての意見交換を行いました。
　現地では同市の日本語学
校などを視察し、日本の歴
史や文化が国境を越えて根
付いていることを確認しま
した。

　小豆島オリーブ振興協議会が主催するオリーブ園地
品評会の審査が行われました。この園地品評会は、小
豆地区のオリーブ生産者の生産技術と品質向上を図り、
オリーブ産業の振興に寄与することを目的に行われて
います。
　県と両町、農協職員を審査委員として、園地の管理
状況をはじめ、剪定の状況、着果量、病害虫の有無な
ど4項目計50点満点で審査し、今年の受賞者が決定し
ました。表彰式は来年2月に開催予定です。

9/15　町内高齢者の長寿をお祝いしました 9/14　親子で楽しむ「遊びの宅配便」

9/6〜12　パラグアイ共和国を表敬訪問しました9/7　オリーブ園地品評会が開催されました

9/17〜19　東京都港区との柔道交流が始まりました

Town  Topics

まちTopics の
■身近な出来事や話題など、皆さまからの情報をおまちしています。

Town  Topics

受賞区分 受賞者 受賞園地

香川県知事賞 八木　宏和 小豆島町西村

土庄町長賞 西瀧　友久 土庄町千軒

小豆島町長賞 中澤　一博 小豆島町池田

受賞区分 受賞者 受賞園地

香川県農業協同組合
代表理事理事長賞 堀田　俊二 小豆島町西村

ＮＰＯ法人小豆島オ
リーブ協会理事長賞 城　　　功 小豆島町苗羽

小豆島オリーブ振興
協議会長賞 中野　　満 小豆島町坂手
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布おもちゃ作り教室
〜楽しく作って遊びましょう〜

◆と　き／11月11日㈮〜12月2日㈮
　　　　　毎週金曜日（4回） 10時
◆ところ／中央図書館（ほんとぴあ）
◆内　容／フェルト生地でしかけ絵本を作ります。
◆参加料／実費
◆申込期間／10月18日㈫〜30日㈰
◆申込・問い合わせ先／中央図書館（ほんとぴあ）
　　　　　　　　　　　　☎62−0273

書　　　　　名 著　 者

○映画会
　10月16日㈰　14時　「ろぼっとアトム」
○古文書を読む会
　10月18日㈫、25日㈫、11月1日㈫、8日㈫
　9時30分
○英語教室
　10月19日㈬、11月2日㈬ 
　10時「人間喜劇」
○アメリカの歴史講座
　10月23日㈰　13時30分 
○大人のおりがみ教室（※要申込）
　10月26日㈬　13時30分「桔梗の五角箱」
○読書週間
　10月27日㈭〜11月9日㈬ 
○閉架書庫見学会
　10月29日㈯　14時〜16時 
○11月の本の展示
　11月1日㈫〜29日㈫「テレビ・映画の原作」
○おはなし会
　11月5日㈯　10時30分

西一番街ブラックバイト
九十歳。何がめでたい
あしたの君へ
深泥丘奇談続々
千代野ノート
道然寺さんの双子探偵
ズッコケ熟年三人組
友の墓の上で
ゆけ、おりょう
猿の見る夢
QJKJQ
ホームズ四世
神様からの宿題
あ〜ちゃんの虹
寺山修司名言集
室町無頼
女子的生活
侍の本分
危険なビーナス
日蝕えつきる
朝からスキャンダル
メビウス・ファクトリー
重症児ガール
記憶障害の花嫁
消滅世界
推理は一日二時間まで
いつもが消えた日
隠蔽捜査⑥去就
口入屋用心棒34痴れ者の果
新・酔いどれ小籐次⑤柳に風

石田　衣良
佐藤　愛子
柚月　裕子
綾辻　行人
富田　秀信
岡崎　琢磨
那須　正幹
赤川　次郎
門井　慶喜
桐野　夏生
佐藤　　究
新堂　冬樹
山本　育海
林　ともこ
寺山　修司
垣根　涼介
坂木　　司
佐藤　雅美
東野　圭吾
花村　萬月
酒井　順子
三崎　亜記
福満美穂子
北海道放送報道部取材班
村田沙耶香
霧舎　　巧
西條　奈加
今野　　敏
鈴木　英治
佐伯　泰英

古文書出前講座　
〜初めての方も大歓迎です〜

　古文書は地域の歴史を物語る貴重な歴史遺産
です。小豆島の歴史のみならず、私たちの先祖
がどのように暮らし、何を感じ、どう考え行動
したか、先人が大切に伝えた文書を一緒に読ん
でみませんか。
◆と　き／①10月29日㈯、11月12日㈯
　　　　　②11月26日㈯、12月10日㈯、
　　　　　　12月25日㈰
　　　　※①、②とも13時30分〜15時30分
◆ところ／①中央公民館　②小豆島町立図書館
◆講　師／濱近　仁史 氏 
　　　　　（香川県立文書館資料調査委員）
◆参加料／300円（資料代として集金）　
◆申込・問い合わせ先／
　町教育委員会事務局生涯学習課　☎62-7013

午前 9 時〜午後 6 時

毎週月曜日、10月11日㈫
（水曜日は午後7時まで）

休 館 日

開館時間
☎62−0273
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10月11日

25日

26日

27日

28日

11月 2 日

◦からだとこころの相談室
　（要予約）
◦ことばと聴こえの相談
　（要予約）
◦すこやかルーム
　（H28年8月生まれ）
◦助産師のほっと相談室
◦胃・大腸がん検診
　（要予約）
◦妊産婦・成人歯科健診
　（要予約）
◦歯みがき教室
　（H26年9月〜12月生まれ）
◦子育て相談
　（妊婦〜子ども）
◦1歳児相談
　（H27年9月〜10月生まれ）
◦10か月児健診
　（H28年1月生まれ）
◦４か月児健診
　（H28年6月生まれ）

◆ 相 談 案 内 ◆

◆ やすらぎプラザ ◆

◆ 主 な 行 事 ◆

10月16日

23日

26日

28日

29日・30日

11月 5 日・6日

◦小豆島尾崎放哉記念館呈茶会
　　小豆島尾崎放哉記念館
◦土庄町婦人会スポーツ大会
　　フレトピアホール
◦土庄町民体力測定
　　フレトピアホール
◦小豆郡老人クラブスポーツ
　大会（土庄会場）
　　フレトピアホール

◦土庄町青少年剣道大会
　　フレトピアホール

◦土庄町民文化展
　　フレトピアホール
◦小豆郡教育文化展
　　フレトピアホール

10月20日

23日

25日・26日

29日

11月 1 日

10月12日
17日

18日
19日

21日

24日

26日

11月 1 日
2 日

毎週水曜日

◦タペストリー教室
　　大部公民館
◦渕崎地区大運動会
　　渕崎グラウンド
◦戸形地区歩け歩け大会
　　南風台〜当浜

◦草木染め教室
　　戸形公民館
◦古文書出前講座
　　中央公民館
◦北浦地区グラウンドゴルフ大会
　　オリビアン芝生グラウンド

◦ベビーマッサージ教室（要予約）
◦ぴよぴよスクール　 　 　
　「子どもの生活習慣について」
◦リズムで遊ぼう
◦支援センター運動会（要予約）
　　オリビアン芝生グラウンド
◦支援センター運動会（予備日）
　※雨天時はフレトピアホール
◦大鐸なかよし広場（要予約）
　　大鐸幼児園横駐車場集合
◦10月・11月生まれ誕生会
　（要予約）
◦ピョ〜ンと遊ぼうタイム
◦北浦なかよし広場（要予約）
　　大坂城残石記念公園
◦絵本の読み聞かせ会
　（図書館職員）

◆ 公　民　館 ◆

◆ 子育て支援センター ◆

10 月 の 行 事 予 定 10月10日～11月9日

◦心配ごと相談および交通事故相談
　　　　　（総合福祉会館）

10月18日㈫　13：00〜15：00
11月 1 日㈫　13：00〜15：00

◦行政相談（マルナカ土庄店前ほか）
10月19日㈬　 9：30〜12：00

　　　　　（四海公民館）
11月10日㈭　13：30〜16：00

◦年金相談（豊島公民館）
10月28日㈮　11：00〜16：00

　　　　　（中央公民館）
11月 2 日㈬　10：00〜15：00

13：00

8：30

9：00

13：30

13：30

9：00

10：00
10：00

10：30

10：00

10：00

10：30
10：30

10：00

10：30

休日当番医のご案内
　医療 Net さぬき（http://www.qq.pref.
kagawa.jp）または各社新聞でご確認
いただけます。
　※一部変更される場合があります。

毎月１９日は
「かがわ食育の日」
1日3食
まず野菜！

 10：00

13：30

19：00

9：30

9：00

9：00

9：00

9：30

10：00

10：00
11：00

8：30

13：00

15：00

10：00

13：15

9：30

9：45

今月の納税
町民税・県民税…第3期分
介 護 保 険 料…第3期分
後期高齢者保険料…第4期分

納期限 10月31日㈪
※納付には便利で確実な口座振替をご
　利用ください！

大商業まつり第35回
土庄町商工会

　盛りだくさんのイベントを用意しておりますので、皆さまの
ご来場をお待ちしています。
◆と　　き／11 月 5 日㈯　9 時～ 16 時　
　　　　　　11 月 6 日㈰　9 時～ 15 時
◆と こ ろ／フレトピアホール
◆イベント／各種お楽しみゲーム、
　　　　　　スタンプ抽選会、バザー
　　　　　　（おふくろの味コーナー）など

　フリーマーケット出店者募集！
▶出 店 料／無料
　　　　　　※準備・片付けはご協力ください。
▶申込期限／ 10 月 11 日㈫まで
▶申込・問い合わせ先／土庄町商工会事務局　☎62-0427

～健康づくりキャンペーン～
愛の献血（400ml のみ）
　▶とき／ 11 月 5 日㈯  9 時 30 分～ 15 時 30 分
　▶協力／土庄町商工会・ライオンズクラブ
オリーブリボンキャンペン
　▶とき／ 11 月 5 日㈯　10 時～ 14 時
　▶協力／土庄町虐待防止等ネットワーク協議会
肺がん・大腸がん検診
　▶とき／ 11 月 6 日㈰  9 時 30 分～ 12 時
　▶対象者／土庄町に住所を有する 40 歳以上の方で、
　　　　　　今年度に検診を受けていない方
　▶料金／肺がん結核検診 400 円
　　　　　（喀痰検査 1,200 円）
　　　　　大腸がん検診   500 円
土庄町食生活改善推進委員による「展示と試食」
　▶とき／ 11 月 6 日㈰　10 時～ 12 時

大商業まつり第35回
土庄町商工会 大商業まつり第35回
土庄町商工会
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　際芸術祭2016において実践の
　場を設けます。
▶講師／森川　光与氏
　　　　(小豆島観光国際化アドバイザー)
　　　　島本　瑞生氏
　　　　(小豆島観光協会　職員)
▶参加料／無料
▶申込・問い合わせ先／
　（一社）小豆島観光協会　
　　☎82-1775

　介護就職デイ　
　介護のしごと就職フェア
▶とき／11月10日㈭
　　　　13時30分〜15時30分
▶ところ／サンメッセ香川
▶参加予定事業所／約60社
▶問い合わせ先／ハローワーク土庄
　　　　　　　　　☎62-1411

　福祉・介護分野有資格者
　など再就業促進研修
　介護サービスの知識や技術などを再
認識するための研修会を開催します。
▶とき／
　①10月18日㈫「移動、移乗介助」
　②11月21日㈪ 「着脱介助」　
　③12月20日㈫ 「排泄介助」
　④平成29年1月26日㈭「自由課題」
　13時〜16時
  ※希望日のみの受講も可能です。
▶ところ／香川県社会福祉総合センター
　　　　　（高松市番町1-10-35）
▶対象者／福祉の仕事に関心が
　あり就業を希望する方、福祉
　施設などでの勤務経験が1〜2
　年目の職員の方
▶参加料／無料
▶申込期限／開催日の1週間前まで
　にメールで申し込みください。
▶定員／先着15名（各回）
▶申込・問い合わせ先／
　香川県社会福祉協議会
　香川県福祉人材センター
　　☎087-833-0250
　 　 jinzai3@kagawaken-shakyo.or.jp

　香川県立保健医療大学第2回
　公開講座「健やかに生きよう」
▶とき／11月22日㈫
　　　　13時30分〜16時
▶ところ／香川県社会福祉総合センター
　　　　　（高松市番町1-10-35）
▶参加料／無料
▶申込期限／11月15日㈫まで
▶定員／100名（先着順）

▶申込・問い合わせ先／
　香川県立保健医療大学事務局
　教務・学生担当
　　☎087-870-1212
　　FAX 087-870-1202

　思春期精神保健研修会
　「思春期と摂食障害 - 治療と
　支援について -」
▶とき／11月25日㈮　14時〜16時
▶ところ／香川県社会福祉総合センター
　　　　　（高松市番町1-10-35）
▶講師／浜松医科大学精神神経科
　　　　竹林　淳和先生
▶参加料／無料
▶申込期限／11月11日㈮まで
　（手話通訳が必要な方は、10月
　28日㈮まで）
▶定員／190名
▶申込・問い合わせ先／
　香川県精神保健福祉センター
　　☎087-804-5566
　　FAX 087-835-5474

　小豆島中央病院小児科の当日
　WEB 予約サービスを開始
　小豆島中央病院小児科に受診希望
の方は、インターネットから当日一
般診療の予約が可能になりました。
　なお、予防接種の予約および時間
の指定はできませんのでご注意くだ
さい。
▶利用登録／次のサイトにアク

セスして登録ください。旧内
海病院で登録している方も、
新たに登録が必要です。

　（http://mfmb.jp/90025537/）
▶利用可能時間／
　①8時30分〜10時30分

　②13時〜14時30分
▶問い合わせ先／
　小豆島中央病院小児科
　　☎75-1121

　文化財保護強調週間
　清掃作業にご協力を
▶とき／11月2日㈬
　　　　9時30分〜13時30分
▶ところ／皇子神社社叢
　　　　　（小豆島町神浦地区）
▶内容／周辺の漂流物などの清掃
▶問い合わせ先／
　香川県文化財保護協会小豆支部
　（岡上）☎65-2023

困ったら　一人で悩まず　行政相談
10月17日㈪～23日㈰は行政相談週間
　総務省では、10月17日㈪〜23日㈰を「行政相談週間」
と定め、10月中に行政相談所の開設やさまざまな行事
を行うこととしており、島内では、次の日程で広報活動
を行います。
　国の仕事やサービスなどについて、「困っていることが

ある」「こうしてほしい」「苦情を申し出たが、説明や対応に納得できな
い」などの苦情や意見・要望をお持ちの方は、お気軽にご相談ください。

【問い合わせ先】
　総務省四国行政評価支局
　行政相談課
　 ☎087-831-3103

開 催 日 10月19日㈬

開催場所
小豆ふれあい産直市場（池田）　 9：30〜10：00
マルヨシセンター内海店前　 　10：30〜11：00
マルナカ土庄店前　 　　　　　11：30〜12：00

行政相談員 土 庄 町：岡上　峰康氏、山本　　繁氏
小豆島町：柏原　寛子氏、三木　洋子氏

講 座 ・ 講 演

お 知 ら せ

実在する企業を名乗る
不審メール

　「実在する企業名で『集荷依
頼完了のご案内』というメール
が届いたが、集荷を依頼した覚
えはなく不審だ。」という相談
が寄せられています。
　こうしたメールには、問い合
わせ用とも思える URL の記載
やファイルが添付されていたり
しますが、絶対にそれらをク
リックしてはいけません。ウイ
ルスに感染したり、出会い系サ
イトなどに誘導されたりする恐
れがあります。心当たりのない
不審なメールを受け取った時
は、安易に開封せず、すぐに削
除しましょう。
　困った時は一人で悩まずに

「消費者ホットライン188」ま
でご相談ください。

くらしのワンポイントアドバイス
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町内の

町の町の 島の

小豆島

島の主要 島の

吉田ダム
殿川ダム
山田ダム

9月20日

1,290,000 ㎥
320,000 ㎥
194,000 ㎥

利水容量

1,290,000 ㎥
284,800 ㎥
194,000 ㎥

貯水量

100.0％
89.0％

100.0％

貯水率

殿川ダム
吉田ダム
豊　　島

観測地

区　分 9月1日 前月比 前年比 8月の動き
人　口

男
女

世帯数

9月1日
人　　口

男
女

世 帯 数

出 生
死 亡
転 入
転 出

4
16
22
22

13,819
6,474
7,345
6,058

小豆郡
28,478
13,419
15,059
12,462

土庄町
13,819

6,474
7,345
6,058

小豆島町
14,659

6,945
7,714
6,404

△12
△ 8
△04
△ 2

△69
4

△73
△18

164 ミリ
155 ミリ
105 ミリ

9月1日～19日

44 ミリ
45 ミリ
28 ミリ

前年比

出動件数　52 件
搬送人員　47 人

町内の救急・火災概況（8 月分）

出火件数　　　0 件
焼損面積　　　0 ㎡

救　　急 火　　災 発生件数
死亡者数
負傷者数

区　分

1 件
0 人
1 人

8月

31 件
1 人

19 人

1月からの累計

※人口は「香川県人口移動調査」によるもので、平成 27 年国勢調査速報値に基づく人口です。

Information

　自衛官および学生募集
▶応募資格／

【自衛官候補生】
　18歳以上27歳未満の男性

【高等工科学校（一般採用試験）】
　中学校卒業（見込含む）の17
　歳未満の男性
▶受付期間／
  11月1日㈫〜平成29年1月9日㈪  
　※自衛官候補生（男性）は通年募集
　※試験日など詳しい情報はお
　　問い合わせください
▶受験料／無料（併願受験可）
▶問い合わせ先／
　自衛隊土庄分駐所（土庄町役場内）
　　☎62-7000
　防衛省・自衛隊香川地方協力本部
　　☎087-831-0231

　無料労働問題相談会
▶とき／①10月11日㈫〜13日㈭
　　　　②10月15日㈯〜16日㈰
　　　　13時〜16時
　　　※12・13日は10時〜16時
▶ところ／
　①香川県労働委員会事務局会議室
　　（香川県庁東館3階）
　②高松市生涯学習センター2階

　　（高松市片原町11-1）
▶対象者／県内事業所で働く労
　働者、労働組合関係者、事業
　主、企業の人事担当者など
▶相談員／香川県労働委員会委
　員（大学教授、弁護士など）、
　特定社会保険労務士など
▶申込期限／
　①相談日前日の12時まで
　②10月14日㈮12時まで
　　（予約多数の場合は先着順）
▶申込・問い合わせ先／
　香川県労働委員会事務局
　　☎087-832-3721／3722

　調停相談会
▶とき／10月29日㈯　10時〜15時
▶ところ／イマージュセンター
▶相談員／土庄簡易裁判所民事
　調停委員、高松家庭裁判所土
　庄出張所家事調停委員
▶内容／金銭貸借、賃貸借、交通
　事故、土地境界、家族関係など
▶相談料／無料
▶問い合わせ先／土庄調停協会
　　　　　　　　　☎62-5753

　香川県多重債務者無料相談会
▶とき／12月3日㈯
　　　　10時〜14時15分
▶ところ／香川県弁護士会館
　　　　　（高松市丸の内2-22）
▶申込期間／11月1日㈫〜25日㈮
▶定員／12名（先着順）
▶申込・問い合わせ先／
　香川県危機管理総局くらし安全安心課
　　☎087-832-3233　

　多重債務でお悩みの方に
　〜一人で悩まずにご相談を〜
　四国財務局には、借金を抱え
て悩んでいる方のための「相談
窓口」があります。必要に応じ

て法律専門家への引継ぎも行っ
ておりますので、まずはお電話
ください。
▶受付日／月曜〜金曜日
　（祝日および12月29日〜1月3日を除く）
▶受付時間／9時〜12時、13時〜17時
▶相談料／無料
▶問い合わせ先／
　四国財務局 多重債務者相談窓口
　　☎087-831-2155

　小豆地区教育支援センター
　「若竹教室」からのご案内
●電話・来所・訪問相談
　学校を休みがち・いじめ・進
路など教育について子どもや保護
者から相談を受け付けています。
▶受付時間／月〜金曜日（祝日除く）
          　　　8時30分〜17時
●親の会
　学校を休みがちな子どもの保
護者（父母・祖父母など）が悩
みや子どもとの接し方について
話す会を開いています。
▶とき／毎月第3金曜日
　　　　10時〜12時
　（変更する場合があります）
▶問い合わせ先／
　教育支援センター「若竹教室」
　　☎62-6200（土庄中学校東）

　
　第8回英会話セミナー　
　「YOKOSO( ようこそ ) 　
　SHODOSHIMA(小豆島)」
▶とき／10月19日㈬　18時〜19時
　　　　 ( 受付 :17時30分〜 )
▶ところ／小豆島ふるさと村
　　　　　ふるさと荘交流センター
▶内容／観光案内や挨拶など簡
　単な英会話を学び、瀬戸内国

募　　　集

相　　　談 イ ベ ン ト
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　土庄クラブは第38回香川県少年軟式野球選手権大会
の6年の部に出場し、チーム一丸となって順調に勝ち上
がります。
　9月3日に迎えた決勝では、綾歌少年野球クラブに10
対0で勝利し、初の優勝を勝ち取りました。9月21日に
は町長に優勝報告を行い、香川代表として出場する第
16回 OHK旗岡山県・香川県学童軟式野球交流大会での
活躍を誓いました。

表 紙 の 紹 介

総　　務　　課　☎62−7000
企　　画　　課　☎62−7014　少子化対策室　
　地域医療再生対策室　 
税　　務　　課　☎62−7001
住 民 環 境 課
　戸籍・住民票　☎62−7003
　衛 生・環 境　☎62−7010
　人 権 推 進 室　☎62−7015

福　　祉　　課　☎62−7002
商 工 観 光 課　☎62−7004
出　　納　　室　☎62−7005
　債 権 管 理 室　☎62−7016
建　　設　　課　☎62−7006
農 林 水 産 課　☎62−7007
水　　道　　課　☎62−7009
議 会 事 務 局　☎62−7011

健 康 増 進 課　☎62−1234
（やすらぎプラザ）
教育委員会事務局
教 育 総 務 課　☎62−7012
生 涯 学 習 課　☎62−7013
中 央 公 民 館　☎62−0238
大 鐸 公 民 館　☎62−0704
北 浦 公 民 館　☎65−2050
四 海 公 民 館　☎64−5050

豊 島 公 民 館　☎68−2050
大 部 公 民 館　☎67−2050
戸 形 公 民 館　☎62−0108
渕 崎 公 民 館　☎62−5990
中 央 図 書 館　☎62−0273
子育て支援センター　☎62−5990
総 合 福 祉 会 館　☎62−2700
フレトピアホール　☎62−7077
小豆島中央病院　☎75−1121
土 庄 診 療 所　☎62−1212

くらしのダイヤル ご用の際は直通ダイヤルへ

パ
ラ
グ
ア
イ
訪
問

　〜
先
達
に
想
い
を
寄
せ
て
〜

　

秋
色
深
み
ゆ
く
こ
の
季
節
、
先

月
に
7
日
間
の
日
程
で
、
冬
の
南

米
パ
ラ
グ
ア
イ
共
和
国
、
ラ
・
コ

ル
メ
ナ
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ラ
・
コ
ル
メ
ナ
市
で
は
、
姉
妹

都
市
提
携
に
つ
い
て
の
協
議
を
行

う
た
め
、
市
長
お
よ
び
議
長
ら
と

面
会
し
、
平
成
18
年
か
ら
続
く
現

地
の
日
本
語
学
校
へ
の
教
材
の
贈

呈
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
更
な

る
友
好
の
絆
を
深
め
る
た
め
、「
歴

史
文
化
交
流
事
業
」
に
取
り
組
む

こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
ラ
・
コ
ル
メ
ナ
市
と

の
縁
は
、
今
か
ら
80
年
前
、
土
庄

町
長
浜
出
身
の
故
笠
松
尚
一
さ
ん

が
、
パ
ラ
グ
ア
イ
拓
殖
組
合
の
一

員
と
し
て
、
初
の
日
本
人
移
住
地

で
あ
る
ラ
・
コ
ル
メ
ナ
を
切
り
拓

い
た
こ
と
が
日
本
と
パ
ラ
グ
ア

イ
、
そ
し
て
土
庄
町
と
ラ
・
コ
ル

メ
ナ
と
の
友
好
の
歴
史
の
始
ま
り

で
す
。

　

首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
か
ら
約

１
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ラ
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で
の
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遠
く
、
道
中
は

一
面
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広
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ま
す
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重
機
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ど
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な
か
っ
た
開
拓
当
時

の
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す
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り
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●
お
く
や
み

ご
め
い
ふ
く
をお祈
り
し
ま
す

三

木

遊ゆ

俐り

畝

木

玲れ

奈な

幸

島　
　

逞た
く
ま

木

村

颯そ
う

汰た

濱

本

一い
つ

樹き

中

村

渚な

津つ

山
本
清
文

谷　
　

ミ
サ
オ

西
　

千
里

中
本
一
市

礒
部
由
美

井
口
　

子

葛
西
サ
ヨ
子

大
川
正
子

池
脇
靜
代

藤
原
ヤ
ヱ
コ

前
川
サ
ツ
子

石
床
兼
美

水
口
明
夫

米
倉
貞
子

宮
地
清
久

小
森
榮
子

���������������

大

谷　
　

学
・
真
理
子

李
先
鎬

悟
正

和

一

裕
浩

壮

吾

英

介
寛

良

一

多
美
江

高

記

秀

俊

克

己

伸

造

久

司

正

暉

啓

一

隆

則

勝

明

将

斗

利

博

康

光

日

進

大
木
戸

港
新
町

大

谷

淵
崎
東

見

目

出
生
児

届
出
人

地
区

氏
　
　
名

年
齢

届
出
人

地
区

氏
　
名
　
　
夫

妻

地
区

東
之
町

保
土
喜
崎

天

神
柳

小

瀬

淵
崎
西

赤
穂
屋

赤
穂
屋

小
馬
越

笠

滝

小

海

見

目

唐
櫃
浜

琴

塚

田

井

向

町

大

谷

環境にやさしい路線バスを利用しましょう！


